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催
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令
和
４
年
度

津
和
野
町
表
彰
式
を
開
催

快
適
な
生
活
に
配
慮
し
た
施
設
整
備

施
設
を
フ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
外
観

及
び
内
観
と
も
に
新
築
同
様
の
建
物
と
な

り
、
生
徒
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

様
々
な
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
建
設
経
緯

当
施
設
は
、
津
和
野
高
等
学
校
へ
通
う
生

徒
の
生
活
拠
点
を
主
と
し
て
、
町
内
に
滞
在

し
学
習
交
流
活
動
を
行
う
方
を
支
援
す
る
役

割
を
担
い
ま
す
。

津
和
野
高
校
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り

統
廃
合
の
危
機
に
直
面
し
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
高
校
魅
力
化
事
業
と
し
て
平
成
23

年
か
ら
様
々
な
取
組
み
を
開
始
し
、
令
和
３

年
に
は
、
80
名
の
入
学
者
を
迎
え
る
ま
で
に

至
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
営
つ
わ
ぶ
き
寮

の
入
寮
者
が
定
員
を
超
過
す
る
な
ど
、
生
徒

の
住
環
境
の
確
保
に
お
い
て
、
課
題
が
生
じ

て
い
ま
し
た
。

住
環
境
不
足
の
解
決
に
試
行
錯
誤
を
重
ね

る
中
、
当
施
設
の
所
有
者
よ
り
、
本
町
教
育

事
業
へ
の
活
用
に
つ
い
て
ご
理
解
を
得
る
に

至
り
、
土
地
・
建
物
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。施

設
の
改
修
に
よ
り
、
生
徒
が
勉
学
に
励

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
生
活
安
全
面
の
確
保
に
も
重

点
を
置
い
て
整
備
さ
れ
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
施
設
を
、
地
域
振
興
や
交
流
人
口
の
拡

大
促
進
の
た
め
の
施
設
と
し
て
も
活
用
し
、

今
後
も
引
き
続
き
、
高
校
魅
力
化
を
は
じ
め

と
し
た
教
育
魅
力
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
開
所
式

10
月
28
日
（
金
）、『
津
和
野
町
交
流
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り
』
の
竣
工
を
記
念
し
、
開
所

式
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
設
計
監
理

業
務
を
担
当
し
た
、
石
川
建
築
設
計
室
及
び

建
設
工
事
を
担
当
し
た
、
有
限
会
社
ナ
ガ
ヨ

シ
技
建
に
対
し
て
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
っ

た
後
、
関
係
各
位
か
ら
の
祝
辞
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
下
森
町
長
と
津
和
野
高
等
学
校

宮
島
校
長
に
よ
り
、
津
和
野
高
校
生
が
制
作

し
た
看
板
を
設
置
し
、
開
所
式
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

津和野町交流センターひまわり 概要
■施設概要
所  在  地：津和野町鷲原ロ２９７
敷地面積：743.41㎡
構　　造：木造２階建て
延床面積：363.82㎡　収容人数：16 名
■事業費　　　   146,841,200 円
以下、事業費内訳
設  計  業  務　：      5,056,700 円
工事監理業務   ：      2,475,000 円
建  設  工  事　：139,309,500 円

11
月
３
日
（
木
・
祝
）、
日
原
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
津
和
野
町
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
町
の
振
興
と
地
域
福
祉
の
向
上
、
伝
統

芸
能
や
文
化
の
継
承
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発

展
と
町
政
の
進
展
に
多
大
な
ご
貢
献
を
さ
れ

た
方
と
し
て
、特
別
功
労
表
彰
（
名
誉
町
民
）

１
名
、
功
労
表
彰
４
名
並
び
に
１
団
体
が
表

彰
さ
れ
、
特
別
功
労
表
彰
者
に
は
、
津
和
野

町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
津
和
野
町
名
誉
町

民
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
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名
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民
）
】

○
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一
）

【
功
　
労
　
表
　
彰
】

○
中　

村　

俊　

子　

様
（
春
日
町
）

○
竹　

内　

崇　

人　

様
（
東　

一
）

○
齋　

藤　

勝　

廣　

様
（
堤　

田
）

○
藤　

井　

彌　

生　

様
（
枕
瀬
東
）

○
花
創
会
（
会
長　

岩
本　

惠
美
子
）
様

　【
特
別
功
労
表
彰
（
名
誉
町
民
）
】

中
島
巖
さ
ん
は
、
津
和
野
町
長
と
し
て
、

15
年
６
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
豊
富
な
経

験
と
旺
盛
な
責
任
感
に
よ
り
町
政
の
安
定
に

努
め
、
津
和
野
町
の
発
展
と
町
民
の
福
祉
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

津和野町表彰式の様子

アスリートコース１着（JA しまね OLD） スタート地点の様子（エンジョイコース）

特別功労表彰受賞者謝辞の様子

看板設置の様子。津和野高等学校宮島校長（左）と下森町長（右）

ロフト式ベットが備えられた部屋浴室・洗面室

【
功
　
労
　
表
　
彰
】

中
村
俊
子
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
津

和
野
町
連
合
婦
人
会
長
と
し
て
婦
人
会
活
動

を
推
進
し
、
地
域
の
交
通
安
全
活
動
や
水
を

き
れ
い
に
す
る
町
民
運
動
、
防
災
学
習
な
ど

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。竹

内
崇
人
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
地

域
の
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
に
、
さ
つ
ま

い
も
・
さ
と
い
も
の
生
育
や
収
穫
を
行
い
、

献
身
的
に
地
区
内
住
民
の
交
流
に
取
り
組
む

な
ど
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。齋

藤
勝
廣
さ
ん
は
、
津
和
野
町
（
旧
日
原

町
）
に
安
来
節
保
存
会
を
立
ち
上
げ
、
長
年

に
わ
た
り
、
安
来
節
保
存
会
鹿
足
支
部
長
と

し
て
安
来
節
保
存
会
の
発
展
及
び
後
継
者
育

成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
彌
生
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
華

道
教
授
と
し
て
弟
子
の
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
津
和
野
町
文
化
協
会
の
発
展
に
力
を

そ
そ
ぎ
、
同
協
会
会
長
と
し
て
町
の
文
化
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

花
創
会
（
会
長
岩
本
惠
美
子
さ
ん
）
は
、

長
年
に
わ
た
り
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
の

ほ
か
福
祉
の
向
上
及
び
芸
術
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

10
月
29
日（
土
）、心
地
良
い
秋
晴
れ
の
中
、

第
９
回
津
和
野
町
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
等
に
よ
り
、
近
年
開
催
が
見
送
ら
れ
て
お

り
、
今
大
会
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

大
会
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
と
エ
ン
ジ

ョ
イ
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
総
計
21
チ
ー
ム
90
名

の
参
加
者
が
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
第
９
回
津
和
野
町

　
駅
伝
大
会
を
開
催

『
津
和
野
町
交
流
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
』
竣
工

総務財政課
☎ 74-0028

教育委員会
☎ 72-1854

教育委員会
☎ 72-1854
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財務に係る数値目標と実績

区分
令和３年度

目標（プラン） 実績
経常収支比率※２ 100.0％ 101.6%

入院患者数 14,308 人 14,664 人
病床利用率※３ 80.0％ 82.0%

一日当たり入院単価 32,000 円 32,179 円
外来患者数 17,461 人 15,412 人

一日当たり外来単価 7,900 円 8,331 円
※２病院事業会計の経常費用に対する経常収益の割合。100％以上で黒字。
※３病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床数

（休止病床除く）に対する延べ入院患者数の割合として算出。

町ホームページでも公開中
紙面上でお伝えできなかった詳細データや、各会計の決算詳細等は町ホームページで公開しています。
ホームページ「町民の方へ」から「町の情報」をクリックし、「役場の紹介」『決算・財政状況』の項目に過
去年度の決算報告等と併せて公開しています。

津和野共存病院の令和３年度の経営状況について

99,173 円のご負担をいただきました

208 万円

48 万円

柔軟に使えるお金は全体の 18.2％

1 億 2,653 万円の収入

令和３年度会計決算についてお知らせします

令和３年度会計決算についてお知らせします

【問】総務財政課☎ 74-0028

令和３年度の津和野町一般会計決算は歳入 107 億 8,128 万 5千円に対し、歳出 105 億 8,514 万 4千円、残
額 1億 9,614 万 1千円となっています。実質公債比率は 9.6％と昨年比で 0.1 ポイント減、予算の硬直度を示
す経常収支比率は 81.8％と昨年比で 7.2 ポイント減少しています。
ここでは、令和３年度の会計決算の概要についてお伝えしています。詳細等については町ホームページをご
覧いただくか、担当課までお問合せ下さい。

■住民負担の概況　昨年度は町の皆さまからお一人あたり

■一人あたりの借金

■一人あたりの貯蓄

■財政分析数値

■使用料及び手数料

昨年度、皆さまからお支払いいただいた税金等の合計は 6 億 8,022 万 5 千円でした。この中には
個人（法人）町民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、入湯税などが含まれます。

町が事業を行う際には起債（借金）をすることがあり、その借金は長い年数をかけて返済してい
くことになっています。令和３年度末時点の合計残高は 142 億 8,851 万 3 千円、一人あたり 208
万 3,177 円となっています。

先の起債とは逆に町の貯金ともいえる各種基金の合計額は令和３年度末時点で 33 億 994 万 1
千円、町民一人あたりでは 48 万 2,569 円となりました。借金返済と貯金を優先するあまり、行う
べき事業が停止しないよう計画的なお金のやりくりが必要となります。

町の全体のお金の中で、人件費や先述した起債の返済金（公債費）など必ず支払わなけれ
ばならないお金が占める割合を示す経常収支比率は 81.8％で、昨年度から 7.2 ポイント減
少しています。この数値が 100％に近いほど、財政にゆとりが無いということになります。
また、収入にしめる負債（借金）の割合を示す実質公債比率は 9.6％となり、昨年度から
0.1 ポイント減少しました。

町有施設（体育館やセンター）などの使用料合計は 1 億 533 万円。住民票発行時などの各
種手数料合計は 2,120 万 7 千円、２つを併せて合計１億 2,653 万 7 千円となっています。

う、動けな
いッ

支払
うべ
きお
金

令和３年度の一般会計における歳入と歳出

地方交付税（43.1％）地方交付税（43.1％）
46 億 4 千万円46 億 4 千万円

国庫支出金（14.3％）
15 億 4 千万円

※グラフ上の金額については百万の位で四捨五入して掲載しています。

町債（17.6％）
18 億 9 千万円

町税（6.3％）
６億円 8 千万円

県支出金（5.7％）
６億 1千万円

その他（13.0％）
14 億 2 千万円 歳出歳入

令和３年度の病院事業については、医療法人橘井堂を指定管理者として

津和野共存病院の管理運営を行い、また、津和野町医療・介護統括管理

者により、経営面等様々な助言をいただき運営してまいりました。利用代

行制により、診療報酬等は町の収入となり、指定管理者には、人件費等

の経費を診療報酬交付金として支払いました。収益的収入の総額は、7 億

9,130 万 8,815 円、一方、収益的支出の総額は 7 億 8,191 万 9,273 円でし

た。これにより、当年度純利益は 1,280 万 5,923 円となりました。また、

資本的収入の総額 5,576 万 3,428 円に対し、資本的支出の総額は 7,483 万

1,857 円で差引き 1,906 万 8,429 円の資金不足が生じました。この不足額

は過年度分損益勘定留保資金で補填しました。

津和野共存病院は、町内唯一の入院施設として益田赤十字病院をはじめ

とする益田圏域の各医療施設と連携し、急性期から回復期、そして在宅診療等の機能を担っています。医師不足などから平成 25 年

12 月より夜間救急外来を閉診していますが、開業時間においては可能な限り救急医療体制を維持しています。津和野共存病院で可

能な内科系救急患者の受け入れや、益田広域消防とも連携し電話でのトリアージ※１、益田圏域のみならず県外総合病院含めての転

搬送など地域の救急医療を行っています。

また、医療ニーズの変化により、従来型の専門診療ではなく、一人の患者を包括的かつ継続的に診る「総合医」を平成 31 年度

より確保しております。一般病床 49 床のうち 36 床を地域包括ケア病床とし、急性期へのアプローチのみならず町民の皆様が住み

慣れた地域で生活するための在宅復帰支援を行っています。津和野町の指定管理施設として地域医療ニーズを広角的に捉え地域医

療維持に一定の成果を認めています。

なお、令和３年度は検査精度の向上のため多項目自動血球分析装置を更新するとともに、緊急時の対応強化のため、自家発電機

も更新しました。 ※１ 最善の治療を尽くすための優先順位の決定

105 億８千万円
歳出

灰文字：目的別
黒文字：性質別

107 億 8 千万円
歳入

補助費等（15.7％）
16 億 6 千万円

普通建設事業費（23.8％）
25 億 2 千万円

公債費（12.2％）
12 億 9 千万円

人件費（13.4％）
14 億 1千万円

扶助費（7.1％）
７億 6 千万円

その他（2.3％）その他（2.3％）
2 億 4 千万円2 億 4 千万円

繰出金（6.7％）
7 億円

積立金（6.1％）
6 億 5 千万円

物件費（12.7％）
13 億 5 千万円

その他（2.2％）その他（2.2％）
2億3千万円2億3千万円

衛生費（8.1％）衛生費（8.1％）
8億6千万円8億6千万円

教育費教育費（9.7％）
10億3千万円

土木費（10.2％）土木費（10.2％）
10億8千万円10億8千万円

公債費（12.2％）公債費（12.2％）
12億9千万円12億9千万円

民生費（16.8％）民生費（16.8％）
17億７千万円17億７千万円

商工費（7.5％）
7億9千万円

総務費（22.9％）
24億3千万円

農林水産業費（7.5％）
7億9千万円

消防費（2.9％）
3億1千万円
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津和野町水道事業の令和３年度の業務状況について

1　事業の概要
　津和野町水道事業は、平成30年度より地方公営企業法の全部適用を受け経営を行っています。

令和３年度は、前年度に引き続き、老朽化した施設や管路の改修、クリプト対策としての高度浄水施設の整備を行いました。

　また、水道未普及地域解消事業として、麓耕地区への上水道整備に着手しました。

2　給水の状況
令和３年度末の給水人口は 6,463 人で、前年度と比較して 152 人（2.3%）の減少、給水戸数は 3,808 戸で、前年度と比較し

て 30 戸（0.8%）の減少となりました。年間配水量は 1,055,554㎥で、前年度より 50,235㎥（4.8%）の減少となりました。また、

年間有収水量は 762,202㎥で、前年度と比較して 22,221㎥（2.8%）減少し、有収率は 1.5 ポイント増加し、75.8% となりました。

3　建設改良事業
令和３年度施行した主な事業内容は、次のとおりです。

緊急管路改善事業として、敷設から 40 年以上経過した老朽管の耐震化工事を施工し、給水の安定化に努めました。継続事業

としては、昨年度から引き続きクリプト対策による高度浄水施設整備事業として日原第１水源池浄水場施設整備工事を行いまし

た。

また、今年度から水道未普及地域解消事業として、麓耕地区の上水道整備の設計、工事を行いました。

4　経理の状況
収益的収支（消費税及び地方消費税抜き。）については、収益総額が 3 億 4,997 万 284 円で、前年度に比べ 464 万 8,999 円

の増加となりました。内訳の主なものは、水道使用料、一般会計補助金、長期前受金戻入によるものです。

一方、費用総額は、3 億 1,691 万 7,777 円で、前年度に比べ 221 万 1,366 円の増加となりました。内訳の主なものは、水道

施設の維持管理費と減価償却費によるものです。

以上の結果、当年度純利益は、2,430 万 9,153 円となりました。

次に、資本的収支（消費税及び地方消費税込み。）については、収入総額が 3 億 1,253 万 4,000 円で、前年度に比べ 1 億

1,780 万 9,000 円の増加となりました。内訳の主なものは、企業債、一般会計補助金、国庫補助金、基金繰入金によるものでした。

一方、支出総額は、3 億 8,629 万 1,017 円で、前年度に比べ 7,691 万 4,501 円の減少となりました。内訳の主なものは、浄

水場及び管路の整備や企業債の償還によるものです。

区　　分 令和３年度
（Ａ）

令和２年度
（Ｂ）

比　　較
増減 (A-B) 比率 (A/B)

給水区域内人口 6,463 人 6,615 人 △ 152 人 97.7%

給　水　戸　数 3,808 戸 3,838 戸 △ 30 戸 99.2%

年 間 配 水 量 1,005,554㎥ 1,055,789㎥ △ 50,235㎥ 95.2%

一日平均配水量 2,755㎥ 2,893㎥ △ 138㎥ 95.2%

年間有収水量 762,202㎥ 784,423㎥ △ 22,221㎥ 97.2%

一日平均有収水量 2,088㎥ 2,149㎥ △ 61㎥ 97.2%

有 　収 　率 75.8% 74.3% 1.5 ﾎﾟｲﾝﾄ 102.0%

令和３年度会計決算についてお知らせします

　道路上への私物の放置、路上駐車及び道路へは
み出している立竹木は、除雪作業の支障となり
ますので事前に撤去、移動をお願いします。除雪
作業の支障となった立竹木については、除雪作業
の際に県で処分させていただくことがありますの
で、予めご了承ください。また、除雪作業により
民家前に堆雪することがありますが、皆様のご理
解、ご協力をお願いします。
　なお、左図に示す箇所は冬期通行不能区間とし
ますのでご注意ください。

問合せ先：津和野土木事業所 ☎ 72-0531

規制期間　冬期通行不能区間
規制期間　令和４年12月15日（木） ８時から
                  令和５年 ３月15日（水）17時まで

道路除雪に関するお願い
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教育委員会☎ 72-1854 総務財政課☎ 74-0028
長嶺花

か の ん

音さん ( 日原中学校３年生 ) がジュニアオリンピックへ出場！ 消防功労叙勲受章

10
月
17
日
（
月
）、
役
場
本

庁
舎
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

53
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
（
円

盤
投
）
に
島
根
県
代
表
選
手
と

し
て
出
場
さ
れ
た
、
日
原
中
学

校
３
年
生
の
長
嶺
花か

の
ん音

さ
ん
へ

の
津
和
野
町
激
励
金
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

交
付
式
で
は
、
長
嶺
さ
ん
が

大
会
へ
の
抱
負
を
述
べ
た
後
、

町
長
よ
り
激
励
の
言
葉
と
と
も

に
激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。大

会
は
、
10
月
21
日
（
金
）

～
23
日
（
日
）
に
愛
媛
県
で
開

催
さ
れ
、
長
嶺
さ
ん
は
、
10
月

22
日
（
土
）
Ｕ
16
円
盤
投
種
目

に
お
い
て
、
24
・
18
ｍ
を
記
録

し
、
参
加
47
人
中
34
位
の
成
績

を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

長
嶺
さ
ん
は
、
今
大
会
に
お

い
て
自
己
ベ
ス
ト
記
録
を
更
新

さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
そ
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
町
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
の

方
や
在
学
す
る
生
徒
の
方

で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
等
で

全
国
大
会
に
出
場
す
る
場

合
は
、
激
励
金
の
交
付
に
該

当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
津
和
野
町
教
育

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
津
和
野
町
体
育
協
会

に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の

大
会
で
中
国
大
会
に
出
場

さ
れ
る
方
に
対
し
て
激
励

金
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ

い
て
も
、
詳
し
く
は
教
育
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
８
月
発
令
の
高
齢

者
叙
勲
に
お
い
て
、
元
日
原
町

消
防
団
分
団
長
の
阿
部
谷
夫
さ

ん
が
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
、
下
森
町
長
か
ら
勲
記
と
勲

章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
か

ら
46
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活

動
に
従
事
さ
れ
、
平
成
２
年
か

ら
は
分
団
長
と
し
て
火
災
予
防

活
動
や
災
害
現
場
で
の
指
揮
統

率
に
あ
た
り
、
地
域
の
防
火
・

防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

長嶺花音さん（左）と下森町長（右）大会への抱負などを述べられました 阿部谷夫さん（左）と下森町長（右）

学校給食へおいしいお米をいただきました！
教育委員会☎ 72-1854

町
内
小
中
学
生
に
地
元
の
お

い
し
い
お
米
を
食
べ
て
も
ら
お

う
と
、
農
業
団
体
「
わ
く
わ
く

つ
わ
の
協
同
組
合
」
に
加
盟
す

る
13
の
農
事
組
合
法
人
か
ら
、

玄
米
30
㎏
袋
１
０
４
袋
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
17
日
（
月
）
に
、
町
や

学
校
、
農
業
関
係
者
な
ど
お
よ

そ
70
人
が
出
席
し
、
お
く
が
の

村
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

学
校
給
食
用
米
贈
呈
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
わ
く
わ
く
つ
わ
の

協
同
組
合
理
事
長
の
糸
賀
盛も

り
と人

さ
ん
か
ら
岩
本
教
育
長
へ
お
米

が
贈
ら
れ
、
糸
賀
さ
ん
か
ら
、

「
子
ど
も
た
ち
に
人
生
の
転
機

の
際
に
『
ふ
る
さ
と
の
味
』
を

思
い
出
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

思
い
や
、「
人
が
生
き
て
い
く

た
め
に
最
も
必
要
な
食
に
つ
い

て
」
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成

30
年
度
よ
り
今
年
度
で
５
年
目

と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
お
米
を
い
た
だ
い

た
お
礼
と
し
て
、
津
和
野
小
学

校
児
童
に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
木
部
小
学
校
全
校
児
童

に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
が

披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
わ

き
起
こ
り
ま
し
た
。

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
お
米

は
、
11
月
か
ら
町
内
の
小
中
学

校
の
給
食
で
提
供
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

学校給食用米贈呈式の様子

「みどり号」優等賞 16 席を獲得！
農林課☎ 72-0653

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
通

称
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
が

10
月
6
日
（
木
）
～
10
日
（
月
）

鹿
児
島
県
霧
島
市
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

本
町
か
ら
は
、

水
津
美よ

し
み見
さ
ん
の「
み
ど
り
号
」

が
島
根
県
代
表
牛
と
し
て
出
品

さ
れ
、
全
国
の
強
豪
と
競
い
合

い
、
優
等
賞
16
席
（
33
頭
中
16

位
）
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
津
和
野
町
出

品
牛
の
み
な
ら
ず
島
根
県
代
表

牛
全
体
の
成
績
が
良
く
、
肉
質

を
競
う
部
門
に
お
い
て
は
島
根

県
の
種
雄
牛
・
久ひ

さ
し
げ
ふ
く

茂
福
の
子
牛

が
全
国
１
位
に
、
総
合
評
価
で

は
全
国
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
県
全
体
の
子

牛
取
引
価
格
や
和
牛
価
格
の
高

騰
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
島
根

県
全
体
の
畜
産
農
家
に
希
望
を

与
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。大会での「みどり号」と参加者の様子

【大切なお知らせ】「ねんきん定期便」をお届けしています
健康福祉課☎ 72-0651

日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
等
を
目
的
に
、
毎
年

誕
生
月
に
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

形
式
や
記
載
さ
れ
る
内
容
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
ご
自
身
の
年
金
情
報
の
確

認
や
将
来
受
け
取
る
老
齢
年
金

の
見
込
額
を
試
算
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
ま
た
、
ね
ん
き
ん

定
期
便
を
電
子
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

ァ
イ
ル
）
に
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
５
７
０・０
５
８・５
５
５

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
の
場
合
は
、

☎
03
・
６
７
０
０・１
１
４
４

受
付
時
間

○
月
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

○
火
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

○
第
２
土
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
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マイナンバーカードはお持ちですか？

建物を新築・増築・解体した場合はご連絡を

税務住民課☎ 74-0059

税務住民課☎ 74-0069

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま

だ
お
持
ち
で
な
い
方
（
※
１
）

に
、
11
月
中
旬
か
ら
12
月
上
旬

に
か
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
（
Ｊ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
か
ら
順
次

送
付
さ
れ
ま
す
。（
※
２
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
申
請

書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
、
簡
単
に
申
請
が
で
き

ま
す
。（
※
３
）

最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
し
込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と

な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
期
限
は
12
月
末
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請

が
お
す
す
め
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
１　

次
の
よ
う
な
方
に
は
、

交
付
申
請
書
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

①
75
歳
以
上
の
方
で
、
令
和
２

年
度
ま
た
は
令
和
３
年
度

に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
（
総
称
し
て
「
固

定
資
産
」）
を
所
有
し
て
い
る

人
が
、
所
在
す
る
市
町
村
に
納

め
る
税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
国
が
定
め

る
基
準
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

を
評
価
し
、
価
格
を
決
定
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
税
額
を
算
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
家
屋
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
現
地
に
出
向
き
調

査
を
行
い
評
価
額
を
算
定
（
家

屋
評
価
）
し
ま
す
の
で
、
次
の

①
及
び
②
に
該
当
さ
れ
る
方
は

固
定
資
産
税
係
ま
で
事
前
に
相

談
い
た
だ
く
か
、
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

① 

令
和
４
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
新
築
又
は
増
築
さ

れ
た
方

② 

令
和
４
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
解
体
さ
れ
た
方

な
お
、
新
築
・
増
築
に
つ
い

て
評
価
漏
れ
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
家
屋
の
評
価
証
明
の
発
行

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
遡
っ
て

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

連
合
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
送

付
さ
れ
て
い
る
方

②
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
に

出
生
ま
た
は
国
外
か
ら
転

入
さ
れ
た
方

　
（
出
生
時
ま
た
は
転
入
時
に

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
（
Ｊ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）

か
ら
、
個
人
番
号
通
知
書
等

と
一
緒
に
交
付
申
請
書
が

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。）

③
在
留
期
間
の
定
め
の
あ
る
外

国
人
住
民
の
方

④
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、

児
童
虐
待
及
び
こ
れ
ら
に

準
ず
る
行
為
の
被
害
者
と

し
て
、
住
民
票
の
住
所
と
異

な
る
居
所
情
報
を
登
録
し

て
い
る
方

※
２　

最
近
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
・
取
得
し
た

方
に
、
本
案
内
が
行
き
違
い

で
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
改
め
て
の
申
請

は
不
要
で
す
。

※
３　

郵
送
等
で
の
申
請
も
可

能
で
す
。

い
。家

屋
の
解
体
に
つ
い
て
届
出

が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土

地
の
上
に
一
定
要
件
を
満
た
す

住
宅
が
あ
る
と
「
住
宅
用
地
に

対
す
る
課
税
標
準
額
の
特
例
」

が
適
用
さ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
住
宅
の
解
体
や
、

そ
の
住
宅
と
し
て
の
用
途
を
変

更
す
る
と
本
特
例
の
適
用
か
ら

外
れ
土
地
の
税
額
が
高
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
評
価
の
計
算
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
税
務
住
民
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和５年度津和野町リサイクルカレンダーの広告を募集します
環境生活課☎ 72-0309

広
告
掲
載
の
対
象
等

広
告
掲
載
の
対
象
、
広
告
掲

載
の
決
定
、
広
告
の
掲
載
料
の

納
入
及
び
広
告
主
の
責
任
等
に

つ
い
て
は
、「
津
和
野
町
広
告

料
収
入
事
業
実
施
要
綱
」
及
び

「
津
和
野
町
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
広
告
掲
載
取
扱
要
領
」

に
基
づ
き
ま
す
。

掲
載
枠
の
規
格
等

【
位　

置
】

　

町
が
指
定
し
た
位
置

【
期　

間
】

　

1
年
間
（
4
月
当
初
か
ら
翌

年
3
月
末
）

【
規　

格
】

　

縦
５
・
５
cm
×
横
８
・
０
cm

【
募
集
枠
等
】

　

日
原
地
域
カ
レ
ン
ダ
ー
１
枠

【
掲
載
料
】

　

１
万
円（
町
外
１
万
５
千
円
）

【
優
先
掲
載
順
位
】

公
共
性
の
高
い
も
の
、
地
域

性
の
高
い
も
の
を
優
先
的
に
掲

載
す
る
も
の
と
し
、
順
位
は
次

の
と
お
り
と
す
る
。

①
国
、
政
府
関
係
機
関
、
地
方

公
共
団
体
に
類
す
る
も
の

②
私
企
業
の
う
ち
公
共
性
の
高

い
も
の

③
町
内
に
本
社
、
支
店
、
営
業

所
、
店
舗
等
を
有
す
る
企

業
、
事
業
者
ま
た
は
商
店
会

な
ど
の
連
合
体

申
込
方
法

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
、
環
境
生
活
課
に
電
話
連

絡
の
う
え
、
12
月
9
日
（
金
）

ま
で
に
「
津
和
野
町
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
申
込
書
」

に
原
稿
を
添
え
て
本
庁
舎
窓
口

ま
た
は
、
環
境
生
活
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

漏水点検を定期的に行いましょう
環境生活課☎ 72-0309環境生活課☎ 72-0309

冬
が
来
る
前
に
、
ご
家
庭
で

漏
水
の
点
検
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
宅
地
内
で
漏
水
が
発
生
す
る

と
、
漏
水
し
た
水
量
分
の
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、

原
則
と
し
て
お
客
さ
ま
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

【
漏
水
等
の
確
認
方
法
】

屋
内
管
漏
水
の
場
合
は
、
家

の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
メ
ー

タ
ー
器
の
星
型
器
具
（
パ
イ
ロ

ッ
ト
）
が
回
転
し
ま
す
の
で
、

漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
早

急
に
、
修
理
依
頼
を
お
願
い
し

ま
す
。

個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

等
は
直
接
、
水
道
の
指
定
工
事

事
業
者
へ
修
理
の
依
頼
を
し
て

今
年
は
お
よ
そ
90
世
帯
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
参
加
の
皆

さ
ま
に
は
、様
々
な
省
エ
ネ（
節

電
）
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
現
在
集
計

中
で
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
確
定
し
た

結
果
は
来
月
号
の
広
報
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
参
加
さ
れ
た

世
帯
へ
11
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寒
い
冬
が
到
来
し
て
き
ま
し

た
が
引
き
続
き
、
無
理
の
な
い

節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
快
適
な
エ
コ
生
活
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

く
だ
さ
い
。

ア
パ
ー
ト
等
の
集
合
住
宅
は

管
理
人
、
公
営
住
宅
は
住
宅
管

理
所
管
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

2022 夏の省エネ
コンテストについて
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令和５年度保育所等の新入園児を募集します
健康福祉課☎ 72-0673

町
で
は
令
和
５
年
度
保
育
所

等
の
新
入
園
児
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
対
象
施
設

・
津
和
野
幼
花
園

・
日
原
保
育
園

・
青
原
保
育
園

・
木
部
さ
と
や
ま
保
育
園

・
直
地
保
育
園

・
山
の
こ
ど
も
園
う
し
の
し
っ
ぽ

・
畑
迫
保
育
園

提
出
す
る
書
類

次
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
書
類
は
健
康
福
祉
課
お
よ

び
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

①
支
給
認
定
申
請
書
・
保
育
園

等
入
園
申
込
書

②
就
労
証
明
書
も
し
く
は
保
育

の
利
用
に
関
す
る
証
明
書

（
就
労
以
外
）

※
保
護
者
等
の
状
況
に
よ
り
、

勤
務
先
の
事
業
主
も
し
く

は
地
区
担
当
民
生
委
員
に

よ
る
証
明
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
保
育
料
軽
減
申
請
書
（
３
歳

未
満
児
の
み
）

募
集
期
間

令
和
４
年
12
月
１
日
（
木
）
～

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

な
お
、
希
望
さ
れ
た
園
に
お

い
て
定
員
を
超
え
た
場
合
等

は
、
保
育
の
必
要
性
の
程
度
を

考
慮
し
て
利
用
調
整
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

入
園
基
準

保
護
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
該
当
す
る
場
合

・
就
労

・
妊
娠
・
出
産

・
疾
病
・
障
が
い

・
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧

・
求
職
活
動
（
※
90
日
以
内
を

限
度
）

・
就
学

・
育
児
休
業

・
社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合

・
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
場
合

※
3
歳
以
上
児
で
入
園
基
準
に

該
当
し
な
い
が
、
入
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
別
途
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
園
継
続
の
園
児
に
つ
い
て

は
、
各
園
よ
り
案
内
が
あ
り

ま
す
。

令和５年度放課後児童クラブ入会の申込について
健康福祉課☎ 72-0673

令
和
５
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
入
会
申
込
み
（
現
在
利

用
中
の
児
童
を
含
む
）
に
つ
い

て
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、
期

限
内
に
申
込
書
類
を
健
康
福
祉

課
ま
た
は
本
庁
舎
総
合
窓
口

（
継
続
の
方
は
利
用
さ
れ
て
い

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

・
つ
わ
の
っ
こ
ク
ラ
ブ

・
畑
迫
あ
じ
さ
い
児
童
ク
ラ
ブ

・
き
べ
っ
こ
ク
ラ
ブ

・
日
原
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

・
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ

提
出
書
類

①
入
会
申
込
書

②
就
労
（
内
定
）
証
明
書
ま
た

は
就
労
以
外
証
明
書

※
保
護
者
等
の
状
況
に
よ
り
、

勤
務
先
の
事
業
主
も
し
く
は

地
区
担
当
民
生
児
童
委
員
に

よ
る
証
明
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

現
在
、
町
内
の
小
学
校
に
在

学
中
の
児
童
に
つ
い
て
は
提
出

書
類
を
各
小
学
校
か
ら
配
布
し

ま
す
。

そ
の
他
の
方
に
つ
い
て
は
健

康
福
祉
課
ま
た
は
本
庁
舎
総
合

窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

募
集
期
間

令
和
４
年
12
月
１
日
（
木
）
～

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

入
会
基
準

保
護
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
該
当
す
る
場
合

・
就
労

・
妊
娠
・
出
産

・
疾
病
・
障
が
い

・
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧

・
就
学

・
そ
の
他
（
※
右
記
に
類
す
る

も
の
と
し
て
町
が
認
め
る
事

由
に
該
当
す
る
場
合
）

健康福祉課☎ 72-0657 健康福祉課☎ 72-0651

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有

無
は
、
検
査
を
受
け
て
み
な
け

れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、

早
期
発
見
す
れ
ば
、
服
薬
を
続

け
る
こ
と
で
、
通
常
の
生
活
を

送
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

益
田
保
健
所
で
は
、
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
臨
時

の
エ
イ
ズ
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ
、

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の

手
続
き
に
、
医
療
費
通
知
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
送
付
対
象
者
】
被
保
険
者
全
員

【
発
送
時
期
（
予
定
）】 

令
和
5
年
1
月
中
旬
（
令
和
３
年

11
月
～
令
和
４
年
11
月
診
療
分
）

※
令
和
４
年
11
月
～
12
月
診
療

分
の
医
療
費
や
、
医
療
費
通

知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
医

療
費
が
あ
る
場
合
は
、
ご
自

身
で
領
収
書
に
基
づ
い
て
別

途「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
作
成
し
て
申
告
書
に
添
付

【
日　

時
】

12
月
１
日 （
木
） 9
時
30
分
～
11
時

検
査
は
、
無
料
・
匿
名
で
実

施
で
き
ま
す
が
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
。

保
健
所
で
は
、
原
則
毎
月
第
１
・

第
３
火
曜
日
の
９
時
30
分
～
11
時

の
間
、
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

益
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課

（
☎
０
８
５
６
・
３
１
・
９
５
４
９
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
療
養
費
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ

う
）
に
つ
い
て
、
療
養
費
通

知
を
確
定
申
告
に
使
用
さ

れ
る
場
合
は
、
令
和
4
年
5

月
（
令
和
3
年
10
月
～
令
和

4
年
1
月
施
術
分
）、
9
月

（
令
和
4
年
2
月
～
5
月
施

術
分
）
送
付
分
と
令
和
5
年

1
月
（
令
和
4
年
6
月
～
9

月
施
術
分
）
送
付
予
定
分
を

あ
わ
せ
て
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
令
和
4
年
10

月
～
12
月
施
術
分
に
つ
い

て
は
施
術
所
が
発
行
す
る

領
収
書
が
必
要
で
す
。

後期高齢者医療に係る
医療費通知の送付について

12 月１日（木）は、
世界エイズデーです
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略字表記について

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,，水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012
■囲碁クラブ , ３月のライオン

ズクラブ
滝元枕瀬公民館･････☎74-0680

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

町県民税町県民税・・・・・・第 4 期第 4 期
国民健康保険税…第 9 期国民健康保険税…第 9 期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 9 期第 9 期
介護保険料介護保険料・・・・第 9 期第 9 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限 12 月 29 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

1212

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿 /9:30~12:00）

◎小川はつらつクラブ※ 1

（小川公民館 /14:00~15:30）

◎若者なんでも相談会
 （やまび /10:30~)
 （まちせ /13:30~)

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)

20

13

65

12

19

272625

18

11

4

	

◎乳・子宮頸がんセット検診
（役場本庁舎 /9:00~14:15）

◎しまね家庭の日※ 3

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:30~11:30）
（小川公民館 /13:30~14:30）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎第 158 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎ DL クリスマス号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

◎育児相談
（日原子育て支援ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）

　　  ◎ぴょんぴょん教室
 　　 （直地保育園 /9:30~11:00）
◎パソコン教室 （日原公 /10:00~12:00）
◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野 /10:00~12:00）

◎名賀のぞみクラブ※１

 （名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ
　出張相談会
（やまび /10:30~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

日公
24232221

28 3029

17161514

7 8 9

31

10

321

◎津和野駅冬フェス！～津和野
の小さなクリスマス～

（津和野駅周辺 /11:00~16:00
　　　　　　     18:00~21:00）

◎ DL クリスマス号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

◎心配ごと相談・行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎ゆず湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎フォロー教室※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎明るい生活相談・行政相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:30~16:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎乳・子宮頸がんセット検診
（まちせ /9:00~14:15）

◎ひのきの湯 
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎遺言・相続・後見相談
（ふくせ /13:30~16:00）

◎かけ橋の会 
（やまび /14:00~16:00）

◎断酒会 
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎乳がん検診
（まちせ /9:00~14:15）

◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館 /13:30~14:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎ゆず湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎さくら会※１

（須川公民館 /10:00~11:30）
◎発達クリニック
（障害者福祉センター / 午後）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

なごみ

◎人権相談・明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（木部公民館 /13:30~14:30）

◎乳児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎ワーク WORK 相談
（障害者福祉センター /14:00~）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎育児相談
（津和野子育て支援ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

年末年始のお休み
　　◇ 12/29~31                               ◇ 12/29~1/4
　　・森鷗外記念館　　　　　　・津和野図書館
　　・安野光雅美術館　　　　　・日原図書館
　　・桑原史成写真美術館

　　◇ 12/30~1/4                             ◇ 1/1
　　・津和野町役場　　　　　　・日原天文台
　　・郷土館　　　　　　　　　（3 日及び４日についても休館）
　　・養老館　　　　　　　　　・星と森の科学館
　　・旧堀氏庭園　　　　　　　（3 日及び４日についても休館）
　　・旧畑迫病院

やま

やま

やま

福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみなごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ日公

町セ

町セ

やま

やま

やま

やま

やま

やま

日公

町セ

日公

町セ

日公

町セ

町セ

なごみ

福セ


